
国公立２次対策シリーズ

スタンダード演習

１．等差数列 ,,, 321 aaa において
2
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1 nn aaaaaa   を naan 21 ,,

で表せ。

（東邦大）

２．2つの等差数列の第 n項までの和の比が )''(:)( qnpqpn  であるとする。このとき、

2つの数列の第 n項の比を n , p , 'p , q , 'q で表せ。ただし、 0''  qppq とする。

（岡山大）

３．(1) ある整数 pを第1番目として、第 n番目までの続いた n個の整数の和を pS とす

る。 pS を pと nで表せ。

(2) ある整数 qを第1番目として、第 n番目までの続いた n個の各整数 rに対応する rS の

和を Sとする。 Sをqと nで表し、 Sは
2n で割り切れることを示せ。

（愛知工大）

４． 01 a の数列 }{ na （ ,3,2,1n ）において、隣接する 2項の差 nnn aab  1

（ ,3,2,1n ）で作られた数列 }{ nb が初項a、公差 d の等差数列をなす。数列 }{ na

の一般項 na 、および部分和 



n

k
kn aS

1
を求めよ。

（中央大）

５．(1) 次の数列の初めの第 n項の和を求めよ。

,1794,1373,952,531 

(2) 数列 ,
975

1,
753

1,
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1


の初項から第 n項までの和を求めよ。。

（日本大・福岡大）

６．数列 }{ na の初項から第 n項までの和を nS とする。

関係式 241  nn aS （ ,3,2,1n ）が成り立つとき、 11 a として、次の問いに答

えよ。

(1) 1na , na , 1na （ 2≧n ）の間に成り立つ関係式を求めよ。



(2) nn aa 21  を求めよ。

(3) na を求めよ。

（九州工大）

７．関係式 11 a , )1(
1

1 


 naa
n

k
kn （ ,3,2,1n ）で定められた数列について、

(1) 1na を na の式で表せ。

(2) na を nの式で表せ。また、


n

k
ka

1

を nの式で表せ。

（島根大）

８．数列 }{ na において、 11 a ,初項から第n項までの和を nS とすれば、すべての自然

数 nに対して、 nn anS 2 という関係がある。

(1) na と 1na との間の関係式を求めよ。

(2) na を nの式で表せ。

（徳島文理大）

９．数列  ,,,,, 321 naaaa の初項から第 n項までの和 nS が

11 S , 12

2

1 
 nn S
n
nS （ 2≧n ）をみたすとき、 na を nを用いて表せ。

（宮崎大）
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n
 を推測し、つぎ

のその推測が正しいことを数学的帰納法で証明せよ。

（広島修道大）

11. 10 a , 1210  nn aaaaa  （ ,3,2,1n ）によって定められる数列につ

いて

(1) 2a , 3a , 4a をそれぞれ求めよ。

(2) (1)で求めた結果から予想して na を nの式で表せ。

(3) (2)で予想した結果が正しいことを数学的帰納法によって証明せよ。

（岡山理科大）

12. !!33!22!11 nnSn   とするとき、

(1) 1S , 2S , 3S を求めよ。

(2) 1nS の値を推定し、それが正しいことを数学的帰納法により証明せよ。



（京都薬科大）

13.
2
1

1 a ,
1)1(21 


n

n
n an

aa （ 1≧n ）で定められる数列 }{ na において、 2a , 3a , 4a ,

5a の値を求めよ。また、これより一般項 na の形を推定し、数学的帰納法によってこれを

確かめよ。

（近畿大）

14. N を 2以上の整数とする。 N 個の実数 Naaaa ,,,, 321  が条件

① 1111   nnnn aaaaaa （ 11 Nn≦≦ ）

② 0Na
(1) 11 naa （ Nn≦≦1 ）であることを示せ。

(2) 0 nNn aa （ 11 Nn≦≦ ）を数学的帰納法によって証明せよ。

（大阪市大）

15. (1) 11 x , nn xx
3
111  （ ,3,2,1n ）で定まる数列 ,,, 321 xxx の nx をnの

式で表せ。

(2) nを自然数とするとき、数列 }{ na が qapa nn 1 をみたすという。第 n項 na を p
および qで表せ。ただし、 qa 1 （ 0q ）, 1p とする。

（岩手医科大・大阪電通大）

16. 無限数列  ,,,,, 321 naaaa が 043 21   nnn aaa という関係式をみたすとす

る。このとき

(1) 1 nn aa （ 3≧n ）を 12 aa  , nで表せ。

(2) na （ 3≧n ）を naa ,, 21 で表せ。

（九州大）

17. 数列  ,,,,, 321 naaaa が 3≧n に対して )(
2
1

21   nnn aaa をみたすものとす

る。このとき

(3) 01 a , 12 a のとき、 na を求めよ。

(4)  ,,,,, 321 naaaa がすべて整数ならば   naaaa 321 であることを

証明せよ。

（東京女大）

18. 数列 ,,, 321 aaa において
n

n an
nna



 2
)1(

1 （ ,3,2,1n ）であるとき

(1) 2a , 3a および 4a を 1a の式で表せ。

(2) na を 1a の式で表せ。



（茨城大）

19. cを 10 ≦≦c なる定数とする。数列 }{ na を 01 a , )(
2
1 2

1 nnn acaa 

（ ,3,2,1n ）で定めるとき、すべての nに対して can≦≦0 が成り立つことを証

明せよ。

（九州大）

20. 正の数列 na （ ,3,2,1n ）が 05193 23 





  nnn a

n
aa をみたしていると

き、
n

an 4
1)1( 2  を証明せよ。

（京都大）

21.
2
1

1 a ,
n

n a
a


 1

1
1 （ ,3,2,1n ）で定義される数列がある。

(1) 一般項 na を求めよ。

(2) 平面上の点 nP の座標を（ na , 1na ）とする。そのとき )cos( 21  nnn PPP を求めよ。

ただし、 21  nnn PPP はベクトル nn PP 1 , 21  nn PP のなす角とする。

（福岡大）

22. (1) ax 1 （実数）,
n

n x
x


 1

1
1 （ ,3,2,1n ）で定義された数列 ,,, 321 xxx

がある。この項のうち、相異なるものはいくつあるか。 aを用いてそれらを表せ。

(2) (1)で求めた解のうちの 2個が整数となる aの値を求めよ。

（東北大）

23．111556 ,11115556などのように1を n個、5を 1n 個、6を1個この順に並べた n2

桁の整数を ny で表し、 111 と1をn個並べた n桁の整数を nx とする。 2≧n のとき
n10

および ny を nx の整式で表せ。また、 ny はどのような数か。

（慈恵医大）



24. 下の表で横の各行は連続した n個の整数を小さい方から順に並べたものである。

1 , 2 , 3 , …… , n
3 , 4 , 5 , …… , 2n
5 , 6 , 7 , …… , 4n
…………………………………

12 n , n2 , 12 n ,………, 23 n
(1) 上の表の全部の数の和が1450となるのは n [ ]のときである。

(2) 上の表の全部の数の和が 2000より大きくなるような nの最小値は[ ]である。

（慶応大）

25. 正の偶数全体が下図のように配列されている。左からm列目、下から n行目の数を

),( nmN と表すことにする。例えば、 16)2,3( N である。このとき

・

・ ・

・ ・ ・

20 ・ ・ ・ ・

12 18 26 ・ ・

6 10 16 24 ・ ・

2 4 8 14 22 ・ ・

(1) ),( nmN をmと nで表せ。

(2) 400),( nmN をみたすm , nを求めよ。

（福井大）

26. 1と 2をいくつかずつ加えて和が 4となるようにするには、加える順序を考慮すれば

1111  , 112  , 121  , 211  , 22 の5通りの方法がある。一般に1と 2を
いくつかずつ加えて和が n（1以上の自然数）になるようにする方法の数を na とする。

ただし、加える順序を考慮する。したがって、 54 a である。このとき

(1) nnn aaa   12 （ ,3,2,1n ）が成立することを証明せよ。

(2) )( 112 nnnn aaaa    （ ,3,2,1n ）となるように定数  , を求めよ。

(3) na を n,,  を用いて表せ。

（聖マリアンナ医科大）

27. 0 ,1, 2 ,3の 4種類の数字を用いて n桁（ 1≧n ）の正の整数をつくるとき、数字1を
偶数回含むものが na 個、奇数回含むものが nb 個できたとする。ただし、1を含まないも

のも1を偶数回含むものとみなす。

(1) na と nb の間にどんな関係があるか。



(2) na , nb を 1na と 1nb を用いて表せ。

(3) na を求めよ。

（関西学院大）

28. 3種類の細胞Ａ,Ｂ,Ｃがある。各細胞は1分ごとに分裂して1個のＡはＡ,Ｂ,Ｃ1個ず

つに、1個のＢはＡ,Ｃ1個ずつに、1個のＣはＡ,Ｂ1個ずつになるものとする。また、は

じめにＡ,Ｂ,Ｃはそれぞれ1個ずつあるものとする。

(1) n分後のＡ,Ｂ,Ｃの個数をそれぞれ na , nb , nc とするとき、 na , nb , nc のおのおのを

1na , 1nb , 1nc を用いて表せ（ 1≧n ）。

(2) n分後の全細胞の個数を nS とするとき、 nS を 1nS , 2nS を用いて表せ（ 2≧n ）。

（津田塾大）

29. 正の整数 nに対して、 1 nxn で
3
13 x を整数とするような xの値の個数を na

とするとき、次の問いに答えよ。

(1) na を nを用いて表せ。

(2)
n

n a
n

aaa
S  

321

321
を求めよ。

（日本大）

30. nは負でない整数とする。 2 nxn をみたし、 1)2)(1(5)(  xxxxf の値が

奇数となるような実数 xの個数を na とする。

(1) 0a を求めよ。

(2) 1a を求めよ。

(3) na （ 2≧n ）を求めよ。

（岡山大）

31. 変数 xの整式 )(xPn （ ,3,2,1n ）を漸化式

1)(1 xP , )}(31){()(1 xxPxpxP nnn  （ ,3,2,1n ）

によって定義する。次のものを nを用いて表せ。

(1) )(xPn の1次の項の係数

(2) )(xPn の次数

（津田塾大）
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14．(1) 背離法より 11 naa とすると、 12
1 a となり矛盾
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23． ny は、 3433 の形の n桁の整数

24．(1) 10n (2) 12n
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